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ニュースレター選集について 

 「SS 研ニュースレター選集」は、サイエンティフィック・システム研究会（SS 研）の
分科会活動の活動報告として、1 年間の講演資料から代表的なものを選出し
て冊子としたものです。毎年5月のSS研通常総会にあわせて発行しています。 

 分科会活動の講演資料は、SS 研 Web サイトに掲載しています。（一部 SS 研会

員限定） 

 

－SS 研 Web サイト－ 

 http://www.ssken.gr.jp/MAINSITE/index.html  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表紙画像 

 

提供 ： 理化学研究所  小野謙二 
SS 研 HPC フォーラム 2008 講演 
 「次世代 HPC における大規模データの可視化環境」 より 

上 ゆでたザリガニから蒸気が立ち上るイメージ．CT/MRI などのイメージデータからボリュームデ

ータを作成し，境界条件を設定して熱流体計算を行う V-Sphere::CBS3D_IC ソルバの計算例．

自然物であるザリガニを内部構造顕微鏡でサンプリングしてボリューム空間で再構築し，その

ボリュームデータを用いた非定常自然対流計算の可視化結果．ザリガニのデータは，理研生体

力学シミュレーションユニットから提供． 

中 頭蓋骨内にある腫瘍をピエゾトランスデューサーから射出される超音波を用いて治療するシミュ

レーション．ピエゾはアレイ状に配置され，超音波の位相を制御して発振することにより，波のエ

ネルギーを患部に超音波を集束させ，加温凝固させる．理化学研究所次世代計算科学研究開

発プログラムで開発している HIFU(High IntensityFocused Ultrasound)シミュレータ． 

下 理化学研究所の Riken Super Combined Cluster(RSCC)の計算機室内部の温度分布のシミ

ュレーション例をボリュームレンダリングで可視化．可視化ソフトは理研 VCAD プロジェクトで開

発し配布している V-Isio．左手前に配置された Fujitsu 製 PRIMERGY RX200 クラスタの稼働

により放熱され，床下から冷却風が吸い込まれている様子． 
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巻頭言 

 
サイエンティフィック・システム研究会 

会長   村上 和彰 
（九州大学大学院システム情報科学研究院） 

 
 

サイエンティフィック・システム研究会（SS研）は、大学や研究所などの科学技術分野

におけるコンピュータ利用機関を主体とした研究会として1978年に設立されました。それ

以来、30年間、会員の相互利益を図ることを目的に、各種の分科会、WGなどの活動を通じ

て、コンピュータのシステム技術、応用技術、利用技術に関する質の高い情報共有・交換、

そしてユーザとベンダーとの間での高度な議論の場として機能しています。これら分科会、

WG活動の内容は『ニュースレター』で随時ご紹介しているところです。 

この１年間のSS研の活動を振り返ってみますと、本冊子の巻末の分科会活動一覧にあり

ます通り、分科会、WGともいずれも的を射た企画であり、有益な講演、ディスカッション

を行うことが出来たことがお判りになると思います。その中でも特に会員の皆様のご参考

となると思われる講演資料を、皆さまからのアンケート結果を参考にしながら選び出した

のが、この『ニュースレター選集』です。クラウドコンピューティング等に代表される近

年のコンピュータシステムの利用形態の変化、大学等における教育内容のオープン化、我

が国における次世代スーパーコンピュータ開発の進展、等を反映した選集になっているか

と存じます。 

9年にわたって『ニュースレター選集』を発刊でき、今号で『第9巻』を数え、会員の皆

様に通常総会でお渡しできることは大きな慶びでございます。また、今号からはSS研に興

味をお持ちの方であれば、会員以外の方にも広くご覧頂けるようになりました。これも「SS
研活動の会員内外への積極的な情報発信」という昨年度からの活動方針の賜物です。これ

もひとえに、SS研活動に熱心にご参加頂いている会員の皆様、ニュースレター編集委員お

よび関係者の方々のご尽力・ご協力によるものであります。ここに厚く感謝するとともに、

この選集が広く活用されることを願って止みません。 
 

＝ 2008 年 4 月 ＝ 


